
この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

『広報えな』は古紙100％
の再生紙を使用しています。 28

次号は４月１５日号
発行日は４月１３日�です

企画展覧会

『広報えな』 ４月１日号、１部当たり
の印刷経費は約 １３.４円（税込み）です。

『三つの東海道―保永堂版・行書版・竪絵東海道―』

　広重を浮世絵版画（風景画）の第一人者に押し上げた「東海道五拾三次之内（保永堂版）」と、そのおよ

そ１０年後あっさり仕上げた「東海道五十三次之内（行書版）」、最晩年の同テーマ「五十三次名所図会（竪

絵東海道）」を３期に分けて展示します。時による筆致の違いとともに「東海道といえば広重」の世界をお

楽しみください。

　第１期は「保永堂版」を展示します。上の図版は、「蒲原　夜之雪」。少々季節外れですが、ご覧いただき

ますと、「大井」ととてもよく似た仕上がりであることがお分かりいただけると思います。それをきっかけ

として、去る１月１３日には、東海道蒲原宿東海道町民生活館「志田亭」と、大井町の「中山道ひし屋資料

館」の間で姉妹館提携の協定が結ばれ交流が始まりました。
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　３月１５日、中山道広重美術館で第３回となるこども版
画コンクールの入賞作品１５４点の展示が始まり、１８日に
は、表彰式が開催され、約３０人に表彰状が贈られました。
コンクールには、市内２１の小中学校、幼稚園、保育園か
ら２４６８点の応募がありました。作品には、それぞれ講評
がつけられ、展示されています。
　作品全体の講評では、年々レベルが向上しており、自
分が見て感じたことが良く表現され、材料の選び方、彫
り方に工夫がされていることなどが挙げられました。
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歌川広重
「東海道五拾三次之内　蒲原　夜之雪」

大判錦絵揃物の内
天保４年（１８３３）ころ

会期：４月１２日�～７月１６日�
第１期　４月１２日�～５月２０日�
「東海道五拾三次之内（保永堂版）」

毎週月曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日（土日・祝日を除く）休館
※６月１８日�～２０日�までと会期終了後の
７月１７日�～１９日�まで展示替え休館します。


